
技術開発から社会での活用までを担う ICT 企業の現場情報の研修 

 

平成２５年１２月 

公益社団法人 私立大学情報教育協会 

 

社会に貢献し、新たな価値を社会とともに創造していくためには ICT の専門知識だけではなく、幅広

い知識や柔軟な考え方、コミュニケーション能力などが求められます。 

本研修では、日本を代表する ICT企業が社会に役立つ先端技術を開発し、その技術を用いて製品やサ

ービスを提供している事例や ICT企業ならではの幅広い復興支援活動について紹介し、企業の現場では

どの様な人材を必要とし、そのために必要な教育とは何かを考える機会としていただくことを目指しま

す。また、社員教育制度の紹介や、若手社員との交流を通じて、企業の求める人材と大学に求められる

教育についての意見交換を行います。 

 

１． 研修概要とスケジュール 

10：30-11：10   NECの事業概要と事業戦略の紹介  40 分 

              人がより豊かに生きるための社会価値創造をめざし、インフラで未来をささえるＮ 

         ＥＣの事業概要・事業戦略等をご紹介します。 

11：10-12：00   NECの最先端取り組み事例紹介と意見交換（１）顔認証  50 分 

世界最高水準の評価を持つ顔認証技術を活用した事例（ＵＳＪ様での顔パス入場、三 

井住友信託銀行様でのｽﾏｰﾄﾌｫﾝ顔認証など）の新たな価値創造をご紹介し、意見交換を 

行います。 

13：00-13：45   NECの最先端取り組み事例紹介と意見交換（２）復興支援  45 分 

復興を ICTで支援する取り組み（コミュニティ形成、産業振興、ネットワークなど） 

や、社会に貢献する企業として復興支援活動（チャリティーコンサートなどの応援イ 

ベント、がれき撤去ボランティア活動など）についてご紹介し、意見交換を行います。 

13：45-14：45   NECの社員教育制度について紹介と意見交換  60 分 

社会にイノベーションをもたらし、常に成長し続ける人材を育成する社員教育制度に 

ついて説明し、意見交換を行います。 

14：45-15：00    休憩 15 分 

15：00-16：00   大学教育に求める人材育成について  60 分 

企業側から大学教育に求める人材教育や大学における教育と企業における研修の違 

いなどについて説明し、意見交換を行います。 

16：00-17：30   若手社員との意見交換  90 分 

社会人になってから今までの経験を通じて、大学時代にやっておけば良かったと思う 

こと、大学時代に役立った経験・授業はどの様なことだったかなどについて発表し、

意見交換を行います。 

17：30          閉会  

※ 研修終了後、簡単な交流会を予定しております。 

 

２． 研修企業      日本電気株式会社 

３． 開催時期      平成２６年３月７日（金）  1 日間 

４． 開催場所        日本電気株式会社 本社ビル２Ｆ  東京都港区芝５－７－１ 

アクセス  ：都営三田線「三田」駅 「A10」出口より徒歩 1分 

：JR山手線 「田町」駅 三田口（西口）より徒歩５分 

５．募集人数    ２０名 

６．費用関係      ・交通費、宿泊費、食事費用は大学負担（各自手配） 

・会場、資料、講師、湯茶費用は企業負担、交流会費用（＠\3,000円）は各自負担 


